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１１月１０日（木） 今日はお休みをもらって、京都まで行って
きました。全国肢体不自由教育研究協議会で、本校の竹野教諭が分
科会発表者に選ばれたからです。その応援に学校代表のつもりで行

ってきました。文部科学省から分銅調査官がお出で
になり開会式、日本車いすテニス協会の大前会長に
よる記念講演の後、午後から竹野教諭の発表です。
学校ではいつもテキパキと冷静な彼女ですが、今日はとても緊張してい

るのが見ている私にも伝わってきました。本校で実施している医療的ケア
についての内容です。生徒や保護者、教員それぞれの願いに基づいて、看
護師の協力の元、教育活動の中でよりベターな方向へと自立活動部がコー

ディネートしていく。千葉県では当然の取組が他県ではまだこれからだという事が、質疑応
答から見えてきました。資料作成、制限内の発表練習…、よく頑張ってくれました！
＊ ＊
１１月１１日（金） 今日は夏見祭前日、校内は文化祭準備一色

です。中学部Ａ課程の二人が「江戸の城」について発表するために、
大多喜城の博物館から鎧一式を借りる出前授業をお願いしたという
ので、見に行ってきました。地引主席研究員から歴史背景の説明を
受けた後、いよいよ鎧の試着です。赤、黒の大人用子供用計四領を
持ってきてくれました。どさくさ紛れに？鈴木教頭も着用…大将気
分を満喫していました。鎧は、明日の展示にお借りします。
体育館は、オープニングとフィナーレの準備で夜遅くまで電気が

点いていました。明日が楽しみです。
＊ ＊ ＊

１１月１２日（土） いよいよ、夏見祭当日です。今日はスクールバスで登校する生徒は
少なく、保護者の方の車が朝から次々と入ってきます。今日は体育館の後ろ部分には卒業生
がお世話になっている１５の卒後施設と畑体験をさせていただいてい
る「みどりの会」がお店を開いています。そして体育館前部分では、
生徒による展示や作業製作品販売、卓上ホッケーやオリンピックのゲ
ームコーナー、プラネタリウムが設置されています。
さて、オープニング。船橋市教育長の松本様、船橋啓明高校の斉田

校長、市立船橋高校の赤熊校長、船橋特別支援学校の國井校長がわざわざお出でくださりま
した。オープニングセレモニーでは、マットレスに模造紙を全面に貼った巨大スクリーンで
「吉木りさ」さんが夏見祭に寄せてくれたメッセージが流されました。彼女はこの校舎が船

橋旭高校だった頃の卒業生…今回依頼を快諾してくれたそ
うです。生徒から「芸能人を呼びたい」という話を聞いた
時は「お金もツテもないし、無理でしょ！」と言った私に
対し、何とか方法を見つけてきた生徒と教員に拍手です。
さらに「ふなえもん」も登場！良く頑張りました。
オープニングの後は、各団体の発表時間です。今日は市立

船橋高校から高校生が、聖徳大学からは介護体験の大学生が来てくれています。また、小体
育館では「てらこやちば」という任意ＮＰＯ団体が「お祭りコーナー」を開設してくれまし
た。植草学園大学、淑徳大学、千葉大学からの参加です。地域新聞や船橋市の広報紙、千葉
日報の告知板の掲載もあってか、今年は一般受付で１８６名もの来校者がありました。昨年
は周知されず一般受付で２０名弱との事でしたから、賑わいました。どのお店もよく売れた
ようです。良かったですね。（次のページへ）



写真で様子を伝えます。

↑中Ａ課程「江戸の城」 ↑中Ｃ課程｢ホッケーでオッケー｣

←高Ｃ課程

ナツミンピッ

ク２０１６

↑ 高Ａ課程プラネタリウム ↑中Ｂ課程｢なつみ紙すき店｣

高Ｂ課程「ほんのりや」

←｢てらこやちば」のお祭りコーナー

お昼の休憩後には、職
員のダンスや音楽クラブ
によるダンスの発表もあ
りました。そして午後の

部、交流の時間です。「夏見ばか面友の会」の皆様による郷
土芸能を全校生徒保護者、来校者の皆さんで楽しみます。
はっぴを着てお面をつけ、ひょうきんなお面や踊りに会場

は笑いの渦でした。昔の人は笑い
の効能を良く知っていたんでしょうね。生徒も笑顔でした。
いよいよ、フィナーレです。始めに体育

館後ろに夏見祭の準備の様子や会場作りの
映像が流れます。その後、再度ふなえもん

登場！そして…オープニングで夏見植
木鉢に播いたヒマワリが皆の元気でグ
ングン成長し…こんなに大きな

ヒマワリに！
この巨大ヒマワ

リの製作にどれほ
どの時間を使った
か…。全てビニー

ルを貼るところから始め、色を塗り、時間内に
送風機できっちり膨らませる事の大変さ。想像
に余りあります。
１１月の学校だよりに私が予告した通り、本

当に大きなヒマワリが咲きました。生徒の皆さ
ん、先生方、ありがとう！お疲れ様でした。そ
して、先生方をそういったヤル気にさせたのは、
生徒の皆さんの願いを叶えたいという熱い想い
です。船橋夏見は幸せな学校です。


